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と考えられる 2 次元 t-t'-ハバード模型を用いて、この電荷感受率の異常の起源を解明することが試みられた。この電










することが難しい。本論文では、それが AL (Aslamasov-Larkin) 項とよばれる効果であることが明らかにされた。
実際、上記のようにして電荷感受率を求めると AL 項の効果を取り入れることができることは、厳密に示すことがで
きる。この点が明確になる方法で理論計算を進めたことが新しい知見に結びついている。実際の計算結果では、反強
磁性量子臨界点近傍に近づくにつれ、 AL 項が電荷感受率の増大のほとんどすべてを担うことが示された。このよう
にして、通常のフェルミ液体論では説明できないと考えられていた、酸化物高温超伝導物質の常伝導相における異常
な物性のひとつ、電荷感受率の異常な増大という現象は「ネストしたフェルミ液体論」の枠内で理解できることが本
研究により示されたことの意義は大きい。
博士(理学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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